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情報交換・連携 知的障害特別支援学校 放課後等デイサービス

Ⅰ 目的

千葉県内知的障害特別支援学校による放課後等デイサー

ビス（以下，デイとする）との情報交換・連携の取組の実態

を明らかにし，より良い在り方を検討することを目的とした。

Ⅱ 方法

千葉県内知的障害特別支援学校への質問紙調査と，A 特

別支援学校の教員・デイ関係者への聞き取り調査を行う。

また，A 特別支援学校と B デイの連携会議を試行する。 
Ⅲ 第一研究（知的障害特別支援学校への質問紙調査）

１ 目的：千葉県内知的障害特別支援学校による取組の実態

を明らかにし、連携推進の方策について示唆を得る。

２ 方法：知的障害特別支援学校 校，分校 校，分教室

教室の学校長，特別支援教育コーディネーター，学部主事（計

名）を対象とし，質問紙調査（郵送法）を実施した。

３ 結果： 校中 校から回答を得た（回収率 ％）。

デイ利用者がほとんどいなかった高等部専門学科単独校や

分校・分教室を除く 校を本研究の分析対象とした。 学

校・学部ごとの利用率を「デイを利用している児童生徒の人

数÷自宅から通学する（施設から通学ではない）児童生徒の

人数× 」により算出し に示した。人数の回答があ

った全ての学校で多数の児童生徒がデイを利用していた。

各学校・学部における児童生徒のデイの利用状況

「デイとの情報交換や連携は必要だと思いますか」の問

いに （ 名中 名）が「はい」と回答した。「なぜそ

う思うのか理由を御記入ください」の問いの自由記述の内容

を當山ら（ ）を参考に分析したところ の素データが

得られ「学校とデイで指導・支援の一貫性を持たせることが

できる 」「児童生徒理解が充実する 」等のカテゴリ

ーに分類できた（ 内の数字は素データの個数）。 学校

による取組が進んでいる側面としては， の学校がデイと

の連携担当者を置き， の学校がデイ職員による学校見学

の機会を設け， の学校がデイ向けの説明会や情報交換会

（デイを学校に招き，学校送迎時のルール等を確認する会

議）を実施していた。 学校による取組が進んでいない側

面としては，個々の児童生徒についての情報交換の話し合い

を定期的に行っている学校は ，個別の教育支援計画又は

個別の指導計画をデイに提供することがある学校は であ

った。 教員は，連携の時間を確保すること，デイ間の支

援の質の差，個人情報の保護等に困難を感じていた（ ）。

困難要因についての教員の認識（ 項目中上位 項目 複数回答）

４ 考察：先行研究（丸山 ）とは異なり，デイの増加

に伴い，教員は情報交換・連携の必要性を認識し，学校によ

る組織的な取組も進んでいた。一方，教員とデイ職員が児童

生徒への支援について話し合ったり，相互の個別の支援計画

について情報交換を行ったりするような取組は少なかった。

Ⅳ 第二研究（教員及びデイ関係者の聞き取り調査）

１ 目的： 特別支援学校の教員及びデイ関係者の情報交

換・連携に関する意識を明らかにする。

２ 方法：調査対象は教員 名及びデイ関係者 名であり，

調査方法は半構造化面接法による聞き取り調査であった。

３ 結果：教員は，教員とデイ職員で相互の実践について理

解を深める機会の必要性を指摘した。デイ関係者は，教員と

関係性や相互理解を深め，連携を発展させたいと述べていた。

４ 考察： 特別支援学校教員とデイ職員で相互の実践につ

いての理解を深める機会が必要であることが示唆された。

Ⅴ 第三研究（ 特別支援学校と デイの連携会議）

１ 目的：連携推進の一方策として，教員とデイ職員で相互

の実践について理解を深める連携会議を試行する。

２ 方法：参加者は 特別支援学校教諭（自立活動専任），

コーディネート役の教諭（筆者）， デイ所長（理学療法士）

であった。学校で授業を見学後， 分間の協議を実施した。

３ 結果：相互の実践の情報交換を行う中で，「学校とデイ

で子どもを将来に向けてどう育てて行くかというイメージ

を共有すること」や「コーディネーター・相談支援専門員・

サポートファイルを活用すること」の大切さが話し合われた。

４ 考察： 参加者間で相互の実践についての理解が深ま

った。 コーディネート役の教員が学校側・デイ側の実態

を丁寧に把握し，児童生徒にとっての優先性が特に高いと思

われるデイとの間で連携会議を実施したことが有効だった。

学校とデイで子どもの支援の方向性についてイメージを

共有し，支援の一貫性を持たせることの重要性が確認された。

Ⅴ 総合考察

本研究は，学校の取組の全体像を明らかにし，今後の在り

方を論じた初めての研究であり，貴重な知見になると考えら

れる。情報交換・連携の実態としては，学校による取組が進

んでいる側面がある一方で，様々な困難要因があることも明

らかになった。教員とデイ職員が話し合う取組は，まずは優

先性が特に高い状態にある児童生徒やデイから，コーディネ

ーター・相談支援専門員・サポートファイルを活用しながら

行っていくことが有効であると考えられた。今後の課題とし

て，保護者への調査，他の都道府県での調査，他の障害種の

特別支援学校への調査が必要であると考えられる。
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